
 

グループ労組でも回答が始まる 

ＪＲ西日本交通サービス労組・ＪＲ徳島駅ビル開発ユニオンが妥結 
連合が、２０１９春季生活闘争の第１先行組合回答ゾーンに設定した

先週、ＪＲ各単組においては、３月 13日のＪＲ西労組を皮切りに、翌 14

日にはＪＲ東海ユニオン、15 日にはＪＲ九州労組、ＪＲ北労組、ＪＲＥ

ユニオン、貨物鉄産労が相次いで会社から回答を受け、５単組でベース

アップを獲得した。 

一方、グループ労組においても回答が始まり、ＪＲ西日本交通サービ

ス労組が「ベースアップ 2,000 円、夏季手当 2.20 ヵ月」、ＪＲ徳島駅ビ

ル開発ユニオンが「年間休日６日増（98 日→104 日）」の成果をそれぞ

れ勝ち取り妥結した。 
 

ＪＲ西日本交通サービス労組（３月 12日妥結） 

・ 定期昇給     社員      実施 

ＪＲＯＢ社員  2,000 円 

          嘱託社員    2,000 円 

・ ベースアップ   2,000 円 

・ 夏季手当     2.20 ヵ月 

・ マネージャー２級手当の増額（2,000 円→2,500 円） 

・ Ａ社員、Ｂ社員の給与体系・年間臨給の統一 

・ＪＲ社宅借受促進キャンペーンにおける引越費用負担（2019 年度に限り上限 150,000 円） 
 

ＪＲ徳島駅ビル開発ユニオン（３月 15日妥結） 

・ 年間休日増（98日→104 日） 
 

ＪＲグループで働く労働者の「底上げ・底支え」「格差是正」 
要求実現にむけて、ＪＲグループ労組連絡会総がかりで取り組もう！ 
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